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　高病原性鳥インフルエンザはヒトへ感染した場合、その致死率は50％以上であるため、各国でワクチ
ン開発が試みられている。米国国立衛生研究所（NIH）は、高病原性鳥インフルエンザのDNAワクチン
を開発し、ヒトに対するフェーズ I の臨床治験を開始したことを2007年 1月 2日付けで発表した。
DNAワクチンは、鶏卵やウイルス本体を使用して製造する従来のワクチンと違い、病原性に関係のない
部分のウイルス遺伝子を組み込んだDNAベクターを用いる。ヒトの体内に入ると、遺伝子が翻訳されて
ウイルスのタンパク質が細胞内で作成され、これに対する免疫が確立されるという仕組みである。従来の
ワクチンは製造に時間がかかるが、DNAワクチンは、DNA情報を得ることができれば短時間で製造で
きるため、今後のワクチン製造技術の中心になると期待されている。
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　鳥インフルエンザは鳥の間で発生するウイルスに
よる感染症であり、2003年頃から東南アジアを中心
に流行している。中でもH5N1亜型ウイルスによる
高病原性鳥インフルエンザは、東南アジアからヨー
ロッパ、アフリカに広がりつつあり、ベトナム、タイ、
インドネシア、中国、エジプトなどでは、鳥からヒ
トへの感染によって死亡者が発生している。世界保
健機構（WHO）に 2003年から 2007年１月 10日まで
に報告された高病原性鳥インフルエンザの感染者数
は263名で、その半数以上の 157名が死亡している。
　現在、高病原性鳥インフルエンザの予防薬や治療
薬は無く、ウイルスが遺伝子変異によりヒトへの強
い感染力を獲得した場合には、世界的な大流行が発
生する危険性があるため、各国ではヒトに対するワ
クチンの開発が着手されている。従来の鶏卵に無毒
化または弱毒化したウイルスを接種して培養するワ
クチン製造法では、ワクチンの製造までに数ヶ月以
上かかるため、急激な感染拡大や、新型ウイルスの
出現などに迅速に対応することが出来ない。製造期
間を大幅に短縮できる新しいワクチン製造法の開発
が求められている。
　米国国立衛生研究所（NIH）は、2007年１月２日の
NIH Newsにおいて、高病原性鳥インフルエンザの
DNAワクチンを開発し、2006年 12月 21日からNIH
の臨床センターで臨床治験（フェーズⅠ）を開始し
たことを発表した１）。このDNAワクチンは、NIHの
研究所のひとつである国立アレルギー・感染症研究所
（NIAID）において開発されたものである。
　DNAワクチンの製造には、鶏卵やウイルス本体
を使用せずに、病原性に関係ない部分のウイルス遺
伝子を組み込んだDNAベクターを用いる。DNAワ
クチンがヒトの体内に入ると、遺伝子が翻訳されて
ウイルスのタンパク質が細胞内で作成され、これに
対する免疫ができる。
　今回開発されたDNAワクチンには、高病原性鳥
インフルエンザウイルスの表面に存在するヘマグル
チニン５（H5）をコードする遺伝子を改変したもの
が利用された。ヘマグルチニンは、ウイルスが感染
を起こす際の最初の段階である「標的の細胞に結合
する」という役割を持つ糖タンパク質である。従っ
てDNAワクチンの投与によりヒトの体内で出来た
抗体がヘマグルチニンに結合することにより、感染
を防ぐことができる。
　本DNAワクチンの開発は、NIAIDのワクチン研
究センターで実施された。ナベルセンター長らの研
究チームは、H5遺伝子、および 1918 年に世界的に
大流行して 2,000 万人以上の死者を出した悪性のイ
ンフルエンザ（スペイン風邪）のヘマグルチニン１（H1）
の遺伝子をもつそれぞれのDNAワクチンが動物実
験において感染防御効果を示すことを明らかにし、
2006 年 10 月に論文発表した２）。論文は同年５月に
受理されたもので、基礎研究から臨床治験まで６ヶ
月以内という異例のスピードで進んだことになる。
　今回のフェーズ I臨床治験は、年齢 18～ 60歳の
45人のボランティアのうち、15人にはプラセーボ（偽
薬）を、30人にはDNAワクチンを２ヶ月間にわた
って３回投与し、その後１年間経過を見るというも
のである。治験の目的は、DNAワクチンの安全性
を確認することであるため３）、ボランティアをイン
フルエンザウイルスに曝すことはしない。
　インフルエンザウイルスは、遺伝子の変化が早く、
それに対応したワクチンを一つ一つ従来法で作製し
ていては時間がかかる。しかし、DNAワクチンの
場合は、ウイルス遺伝子の情報を得ることができれ
ば、短期間でワクチンの製造ができる。DNAワク
チンは今後のワクチン作製技術の中心になると期待
されている。
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